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指導力が乏しいこと．学校訪問に同行した講師の授
業改善指導は理論面の指導が多く具体性に欠ける．
その一つの要因は授業観察技術の低さに起因してい
る．
　展望としては，以下があげられる．
⑴　平成２３年度研修では教育行政官である視学官・教
育センター講師に加え，教育省教員研修担当官，初
等学校校長会幹部，CEMASTEA 講師を参加させた
結果，参加者がナイロビおよびモンバサでチームを
構成し，授業研究普及への強力な支援が協働して実
施されたこと．特に校長会会長は２０００人を超える学
校管理職（ウガンダ，タンザニア，ルワンダを含む）
に対し授業研究の啓発を実施した．今後もステーク
ホルダーの有機的な結合が重要であり，今後の日本
研修がその起爆剤になることが望まれる．
２．訪問日程
３月日 ケニア着（小野），SMASEチームとの協議
３月日 調査準備
３月日 教育省，ナイロビ地区初等学校１校（研
究授業＆検討会），JICA ケニア事務所
３月日 ソッティク地区教育事務所，初等学校２
校（研究授業＆検討会）
３月日 マサバ地区教育事務所，初等学校２校（研
究授業＆検討会）
３月日 ボメット地区教育事務所，初等学校２校
（研究授業＆検討会）
３月日 ナイロビへ移動
３月日 ケニア着（石坂・小澤）
３月日 調査準備，JICA 専門家との協議
３月日 キリンヤガ地区教育事務所，初等学校３
校（研究授業＆検討会）
３月日 イメンティ南地区教育事務所，初等学校
２校（研究授業＆検討会）
３月日 CEMASTEA；授業観察ワークショップ
実施
３月日 JICA ケニア事務所（アクションプラン発
表会，ケニア所長へ報告）
３月日 ケニア発（小野），資料収集
３月日 ケニア発（石坂・小澤）
小野由美子，小澤　大成，石坂　広樹
